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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 22,561 △3.5 2,136 △9.1 2,103 △8.0 1,326 △3.0 

26年３月期第２四半期 23,373 0.7 2,349 △2.3 2,287 △1.0 1,366 0.9 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 1,610 百万円 （△10.6％）   26年３月期第２四半期 1,800 百万円 （36.4％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 11.93 － 

26年３月期第２四半期 12.29 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 104,134 33,127 31.1 

26年３月期 108,090 31,801 28.8 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 32,434 百万円   26年３月期 31,151 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 2.00 － 2.00 4.00 

27年３月期 － 2.00       

27年３月期（予想）     － 2.00 4.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 48,114 3.4 3,386 △7.7 3,225 △10.5 2,006 △0.6 18.05 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計

方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 111,652,992 株 26年３月期 111,652,992 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 483,176 株 26年３月期 476,650 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 111,173,898 株 26年３月期２Ｑ 111,189,447 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．（３）連結業績予想

などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済政策により、景気は 

緩やかな回復基調が続いているものの、消費税率引上げによる個人消費への影響などもあり、 

先行き不透明な状況で推移いたしました。 

 このような経済情勢のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益は22,561百万円と

前同四半期連結累計期間に比べ811百万円（△3.5％）の減収となり、営業利益は2,136百万円と

前同四半期連結累計期間に比べ213百万円（△9.1％）の減益、経常利益は2,103百万円と 

前同四半期連結累計期間に比べ183百万円（△8.0％）の減益となり、四半期純利益は1,326 

百万円と前同四半期連結累計期間に比べ40百万円（△3.0％）の減益となった。 

 

①運輸業 

 鉄道事業におきましては、大河ドラマ「軍師官兵衛」の放映にあわせて、「ひめじの官兵衛

１d a yパス」を発売しましたほか、同業他社と連携した「黒田官兵衛ゆかりの地 

スタンプ＆ワードラリーと酒蔵めぐり」を開催するなど、積極的にお客さま誘致に努めました。

また、一部１dayチケットの自動券売機における取扱拡大のほか、シニア層の新たな外出機会 

創出をめざした「山陽電車シニアパス」の発売を通じて、さらなる利便性向上と収益拡大を 

はかりました。施設面では、踏切支障報知装置設置工事などの安全対策工事を継続して実施 

しましたほか、明石川～林崎松江海岸駅間での第２期明石市内連続立体交差事業においては、 

平成27年春の本線高架切り替えに向けて、兵庫県および明石市と共同で工事を進めました。 

 バス事業におきましては、一般乗合バスで、神戸市バスとの共同運行路線の新設や一部路線 

での増便を行いましたほか、神戸と東京都立川市を結ぶ夜間高速バスでは、安全で快適に 

くつろいでいただける新型車両を導入するなど、旅客サービスの向上に取り組みました。 

 運輸業全体では、大河ドラマ放映に合わせた各種施策による増収効果はあったものの、 

消費税率引上げに伴う先買い需要の反動等により、外部顧客に対する営業収益は9,250百万円 

と前同四半期連結累計期間に比べ46百万円（△0.5％）の減収となり、諸経費の増加により 

営業利益は1,046百万円と前同四半期連結累計期間に比べ256百万円（△19.7％）の減益 

となった。 

 

②流通業 

 流通業におきましては、姫路駅前を中心に大型商業施設が展開し、競争激化が進むなか、 

山陽百貨店では、他店との差別化をはかるべく、食品フロアに県内初出店となる京都の銘茶 

「中村藤吉本店」や、婦人服フロアに英国の上品でエレガントな婦人服「バラ色の暮し」などの

新規テナントを誘致し、商品力の強化をはかりましたほか、山陽姫路駅高架下「モルティ 

ひめじ」内に売場を拡張しました。 

 流通業全体では、前年３月に姫路駅前の地下街が開業したことによる反動等もあり、 

外部顧客に対する営業収益は10,148百万円と前同四半期連結累計期間に比べ159百万円

（△1.5％）の減収となったが、諸経費の圧縮により営業利益は98百万円と前同四半期連結 

累計期間に比べ17百万円（21.8％）の増益となった。 
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③不動産業 

 不動産業のうち分譲事業におきましては、堺市南区で「プレイズ堺 光明池」、京都市伏見区

で「Ａｉｔｏ」、神戸市中央区で「ザ・パークハウス 神戸ハーバーランドタワー」の 

分譲マンション建設・販売を進めました。賃貸事業におきましては、大阪市北区西天満地区 

および阪神尼崎駅前で賃貸マンションの建設に取り組むとともに、保有資産の効率的な運用を 

はかるため、高速長田駅と直結する商業ビルの建替え工事を進めるなど、事業基盤の一層の 

強化に努めました。 

 不動産業全体では、マンション分譲の規模の差により、外部顧客に対する営業収益は 

1,394百万円と前同四半期連結累計期間に比べ472百万円（△25.3％）の減収となったが、 

諸経費の圧縮により営業利益は879百万円と前同四半期連結累計期間と比べ2百万円（0.3％）の 

増益となった。 

 

④レジャー・サービス業 

 レジャー・サービス業におきましては、須磨浦山上遊園で瀬戸内を望む美しい景色を楽しんで

いただいたほか、春・夏の行楽シーズンには夜間営業を行いました。また、舞子ホテルでは、 

趣ある邸宅と美しい日本庭園の魅力をＰＲするなかで、ブライダルフェアやご好評をいただいて 

いるデザートビュッフェを定期的に開催するなど、さらなる収益拡大に努めました。 

 レジャー・サービス業全体では、飲食業で売上が減少したことから、外部顧客に対する 

営業収益は1,191百万円と前同四半期連結累計期間に比べ56百万円（△4.5％）の減収となった

が、諸経費の圧縮により営業利益は4百万円（前同四半期連結累計期間は営業損失34百万円） 

となった。 

 

⑤その他の事業 

 一般労働者派遣事業、設備の整備業などその他の事業におきましては、新たな外部顧客の獲得

に努めたものの、外部顧客に対する営業収益は576百万円と前同四半期連結累計期間に比べ 

76百万円（△11.8％）の減収となり、営業利益は74百万円と前同四半期連結累計期間に比べ 

7百万円（△9.6％）の減益となった。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて3,955百万円減少し、

104,134百万円となりました。また、純資産は前連結会計年度末に比べて1,326百万円増加し、

33,127百万円となり、自己資本比率は31.1％となりました。増減の主な内訳は、資産の部 

では現金及び預金が1,364百万円、有価証券が2,799百万円、それぞれ減少し、また、土地が 

768百万円増加しております。負債の部では支払手形及び買掛金が8,356百万円、長期借入金が

2,621百万円、それぞれ減少し、また、短期借入金が2,345百万円、長期前受工事負担金が 

2,603百万円、それぞれ増加しております。純資産の部では、利益剰余金が1,045百万円、 

その他有価証券評価差額金が223百万円、それぞれ増加しております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期までの業績及び今後の見通しを勘案し、平成26年８月５日に公表しました 

業績予想を変更いたしております。通期の業績予想につきましては、営業収益48,114百万円 

（前期比3.4％増）、営業利益3,386百万円（前期比△7.7％減）、経常利益3,225百万円 

（前期比△10.5％減）、当期純利益2,006百万円（前期比△0.6％減）を見込んでおります。 
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２．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,175 5,810 

受取手形及び売掛金 2,222 2,043 

有価証券 3,499 699 

商品及び製品 1,079 1,037 

分譲土地建物 4,734 5,275 

繰延税金資産 284 263 

その他 1,333 1,016 

貸倒引当金 △4 △3 

流動資産合計 20,323 16,143 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 34,197 33,986 

機械装置及び運搬具（純額） 4,757 4,581 

土地 19,593 20,361 

建設仮勘定 16,463 16,324 

その他（純額） 2,385 2,241 

有形固定資産合計 77,396 77,496 

無形固定資産 507 533 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,549 5,890 

長期貸付金 69 75 

退職給付に係る資産 2,489 2,315 

繰延税金資産 279 263 

その他 1,490 1,431 

貸倒引当金 △16 △16 

投資その他の資産合計 9,862 9,960 

固定資産合計 87,766 87,991 

資産合計 108,090 104,134 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,554 4,198 

短期借入金 7,337 9,682 

未払法人税等 788 767 

賞与引当金 148 145 

役員賞与引当金 31 － 

商品券等使用引当金 309 303 

その他 7,367 8,182 

流動負債合計 28,537 23,279 

固定負債    

社債 6,000 6,000 

長期借入金 22,370 19,749 

繰延税金負債 512 663 

退職給付に係る負債 1,147 1,049 

長期前受工事負担金 11,778 14,381 

受入敷金保証金 5,161 5,080 

その他 781 803 

固定負債合計 47,751 47,727 

負債合計 76,288 71,007 

純資産の部    

株主資本    

資本金 10,090 10,090 

資本剰余金 6,851 6,851 

利益剰余金 12,551 13,596 

自己株式 △136 △139 

株主資本合計 29,355 30,397 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,207 1,430 

退職給付に係る調整累計額 588 606 

その他の包括利益累計額合計 1,795 2,037 

少数株主持分 650 692 

純資産合計 31,801 33,127 

負債純資産合計 108,090 104,134 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業収益 23,373 22,561 

営業費    

運輸業等営業費及び売上原価 18,302 17,738 

販売費及び一般管理費 2,721 2,686 

営業費合計 21,024 20,425 

営業利益 2,349 2,136 

営業外収益    

受取利息 4 5 

受取配当金 62 67 

持分法による投資利益 0 0 

雑収入 212 201 

営業外収益合計 280 274 

営業外費用    

支払利息 245 212 

雑支出 97 94 

営業外費用合計 342 306 

経常利益 2,287 2,103 

特別利益    

固定資産権利変換益 11 － 

受取補償金 8 － 

固定資産受贈益 2 － 

補助金収入 － 49 

特別利益合計 22 49 

特別損失    

固定資産除却損 19 5 

権利変換に伴う固定資産圧縮額 11 － 

減損損失 10 － 

補助金圧縮額 － 49 

投資有価証券評価損 － 0 

特別損失合計 41 55 

税金等調整前四半期純利益 2,268 2,097 

法人税、住民税及び事業税 838 697 

法人税等調整額 35 39 

法人税等合計 873 736 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,394 1,361 

少数株主利益 27 35 

四半期純利益 1,366 1,326 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,394 1,361 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 405 222 

退職給付に係る調整額 － 26 

その他の包括利益合計 405 249 

四半期包括利益 1,800 1,610 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,770 1,567 

少数株主に係る四半期包括利益 29 42 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付 

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 

第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項

本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より 

適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を 

期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に近似した 

年数に基づく割引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに 

従って、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の 

変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が142百万円減少、 

退職給付に係る負債が50百万円減少し、利益剰余金が58百万円減少、少数株主持分が０百万円 

減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前 

四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注２） 

  運輸業 流通業 不動産業 
レジャー・

サービス業 
その他の
事業 

計 

営業収益                

(1）外部顧客に対する

営業収益 
9,297 10,308 1,866 1,247 653 23,373 － 23,373 

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高 
210 36 417 27 944 1,636 △1,636 － 

計 9,507 10,344 2,284 1,275 1,598 25,010 △1,636 23,373 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
1,302 80 876 △34 81 2,307 41 2,349 

   （注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去41百万円であります。

      ２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注２） 

  運輸業 流通業 不動産業 
レジャー・

サービス業 
その他の
事業 

計 

営業収益                

(1）外部顧客に対する

営業収益 
9,250 10,148 1,394 1,191 576 22,561 － 22,561 

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高 
206 29 396 29 1,164 1,826 △1,826 － 

計 9,456 10,177 1,791 1,220 1,741 24,387 △1,826 22,561 

セグメント利益 1,046 98 879 4 74 2,102 33 2,136 

   （注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去33百万円であります。

      ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．四半期決算補足説明資料

（１）セグメント情報（連結） 

 

（連結業績） 

  外部顧客に対する営業収益 （単位：百万円）  

 
26年９月期 

中間期(実績) 

25年９月期 

中間期(実績) 
増 減 額 増減率(％) 

運 輸 業 9,250 9,297 △ 46 △ 0.5 

流 通 業 10,148 10,308 △ 159 △ 1.5 

不 動 産 業 1,394 1,866 △ 472 △ 25.3 

レジャー・サービス業 1,191 1,247 △ 56 △ 4.5 

そ の 他 の 事 業 576 653 △ 76 △ 11.8 

計 22,561 23,373 △ 811 △ 3.5 

 

  営業利益 （単位：百万円）  

 
26年９月期 

中間期(実績) 

25年９月期 

中間期(実績) 
増 減 額 増減率(％) 

運 輸 業 1,046 1,302 △ 256 △ 19.7 

流 通 業 98 80 17 21.8 

不 動 産 業 879 876 2 0.3 

レジャー・サービス業 4 △ 34 39 － 

そ の 他 の 事 業 74 81 △ 7 △ 9.6 

消 去 33 41 △ 8 △ 19.6 

計 2,136 2,349 △ 213 △ 9.1 

 

（連結業績予想） 

  外部顧客に対する営業収益 （単位：百万円）  

 
27年３月期 
通期(予想) 

26年３月期 
通期(実績) 

増 減 額 増減率(％) 

運 輸 業 18,385 18,525 △ 139 △ 0.8 

流 通 業 20,644 21,131 △ 487 △ 2.3 

不 動 産 業 5,499 3,266 2,233 68.4 

レジャー・サービス業 2,352 2,463 △ 111 △ 4.5 

そ の 他 の 事 業 1,232 1,124 107 9.5 

計 48,114 46,512 1,602 3.4 

 

  営業利益 （単位：百万円）  

 
27年３月期 
通期(予想) 

26年３月期 
通期(実績) 

増 減 額 増減率(％) 

運 輸 業 1,402 1,670 △ 267 △ 16.0 

流 通 業 175 295 △ 120 △ 40.8 

不 動 産 業 1,737 1,657 80 4.8 

レジャー・サービス業 △ 52 △ 81 29 35.8 

そ の 他 の 事 業 108 104 4 4.0 

消 去 14 24 △ 10 － 

計 3,386 3,671 △ 284 △ 7.7 
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（２）金融収支（連結）              （単位：百万円） 

 
26年９月期 

中間期(実績) 
27年３月期 
通期(予想) 

26年３月期 
通期(実績) 

受取利息・配当金 72 124 117 

支払利息・社債利息 212 436 467 

計 △ 139 △ 312 △ 350 

 

（３）減価償却費（連結）             （単位：百万円） 

 
26年９月期 

中間期(実績) 
27年３月期 
通期(予想) 

26年３月期 
通期(実績) 

  1,788 3,586 3,230 

 

（４）設備投資額（連結）      （単位：百万円） 

 
27年３月期 
通期(予想) 

26年３月期 
通期(実績) 

運 輸 業 3,459 4,066 

流 通 業 650 289 

不 動 産 業 2,967 1,345 

レジャー・サービス業 25 37 

そ の 他 の 事 業 9 9 

計 7,110 5,749 

 

（５）鉄道事業運輸成績表（個別） 

（収入） （単位：千円）  

 
26年９月期 

中間期(実績) 
25年９月期 
中間期(実績) 

増 減 額 増 減 率 ( ％ ) 

定 期 外 3,103,267 3,190,604 △ 87,336 △ 2.7 

定 期 2,811,297 2,802,732 8,565 0.3 

計 5,914,565 5,993,336 △ 78,771 △ 1.3 

 

（人員） （単位：千人）  

 
26年９月期 

中間期(実績) 
25年９月期 
中間期(実績) 

増 減 増 減 率 ( ％ ) 

定 期 外 10,567 10,765 △ 197 △ 1.8 

定 期 17,011 16,864 147 0.9 

計 27,579 27,629 △ 49 △ 0.2 
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